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３．高齢化社会の現状と問題点　（２）高齢化社会の問題点と課題　①問題点
委員名 意見等 意見の方向

1 嶋田委員

僕の周りでも、僕も４０前ですけれども、結婚しない人がたくさんいるんですね。な
ぜ結婚しないかというと、やはりお金がないと。で、したからといって給料が取られ
て、子どもができて、実際お金がないというのが一番の原因だと言っていました。何
をするにもお金がかかるというところで、先ほどの資料にもありましたように、２０
６０年には１人が１人を支える時代ということになると、多分こういう社会教育とい
うか、ボランティとか、そういうのを言っていられる時代ではなくて、もっと大変な
時代がやってくるのではないかと。

2 加堂議長

　そうですね。少子化、子どもを増やすということは枚方市だけで終わってしまうこ
とではなくて、日本の大きな課題だと思いますし、確かに学生を見ていても、なかな
か結婚はできないような感じだと思いますね。

3 志保田委員

問題点２、地域コミュニティーの衰退ということは確かにありまして、私もいわゆる
市街地に住んでおりまして、私の住んでいるマンション全体が自治会に入ることを拒
否しております。ですので、餅つきであるとか盆踊りであるとか、そういったものは
全く声かけもされていない状態でありますが

4 加堂議長

　先ほどの話で、コミュニティーの話ですね。自治会の加入率が、枚方市はまだ７
０％台をキープしているということで、この数字が高いのか低いのか、中身を知らな
いといけないんですけれども、若干年々減っているということは大きな問題ですね。
マンションでほとんど参加する人がいないということが、少しずつ出ていくとそれが
もっと増えていくわけですからね。そういう意味では、もっと問題にしたいと思いま
すけどね。

5 服部委員

高齢者に限っていいますと、果たしてそんなに衰退していっているのかなという感じ
はしているんですよ。地区のほうを見ていても、かなりいろんな面で高齢者が活躍し
ておられる。朝、子どもの通学を見守ったりとか、いろいろな面において。若い人は
確かに無関心かもしれないけれども、年配の方については果たしてそうなのかなと。
推測ですけれども、そんな感じは持っているんです。高齢者に限ってコミュニティー
どうなんだと言われると、ちょっと違うのではないかという気がする。衰退にはなっ
ていないのと違うかなという感じはしているんですけれども。

6 石塚副議長

枚方市が地域コミュニティーの衰退があまり見られないということがあったんですけ
れども、初め子ども会しかなかったんですね。何年かたって、５年前ぐらいでしょう
か、老人会ができまして、子ども会の活動に老人が協力する。ですので、季節のお餅
つきはもちろんのこと、豆まきのときは高齢者の方が鬼になって活動されたりしてい
ますし、七夕ですとかクリスマス、そういう行事がどんどん増えていきまして、高齢
者の方と子どもたちのコミュニケーションの場がすごく増えていっています。そうし
ますと、マンションでの挨拶というのが当たり前になってきまして、エレベーターに
乗りましたら、どこでもこんにちは、こんにちはという声が聞こえるようになりまし
たし、すごくいいコミュニケーションのコミュニティーができているのではないかと
思っています。

7 西田委員

　ひとり暮らしが多くなって空き家も出てきていますので、もうほんとうにどこを見
てもひとり暮らしが多いんですね。うちだけぐらいが二世帯で生活しているみたい
で、子どもの声は一切しませんし。

8 石塚副議長

地域のコミュニティーがよくなってきますと、防災の面にもすごく役に立ちます。あ
そこのお宅にはちょっと足の不自由な方が住んでいるですとか、いろんなことがわ
かってくるんですね。それを今、防災に役立てようというような活動になってきてい
るんですけれども、地域のコミュニティーというのはすごく大事だなというのは実感
しております。

9 服部委員

１３ページのところで、少子高齢化社会がもたらす問題点というふうになっていて、
問題点の２のところで、根底を支えている地域コミュニティーの衰退となっているん
ですけれども、少子高齢化社会だから地域コミュニティーが衰退してきたのかなとい
うと疑問かなという感じで、最初ちょっと言ったわけです。むしろ、皆さん方おられ
て恐縮ですけれども、中間層あたりのところに問題があるのと違うかなと私は感じて
います。

10 西田委員

　中間層というより全体ですよね。皆さんの意識が、コミュニティーの意識がないん
です。つながりがなくなってきている。地縁というのか。子どもたちでやっと周りが
支えられているけれども、それ以上になるとつながりがだんだん薄くなってきてい
る。お年寄りだけでもない。お年寄りもそうですけれども、成人層もそう、全体では
ないかな。子どもたちもちょっと成長するともう塾、塾で、つながりが薄れていって
いるし。社会全体の社会教育……。

11 服部委員

先ほどハイキングでいわゆるお母さん以下が来ないですよ、子どもが来ないですとい
うのは、勝手な解釈かもわからないけれども、おそらくその年代のお母さんとかお父
さんが反対しているのと違うかなと。そんなしんどいところ歩くのやめときやと。高
齢者の人は自分で、仕事もないものだからどんどん来られるけれども、たまの日曜日
に何でそんなところに行かないといけないのか、寝ときとか、その辺の雰囲気がある
のと違うかなと。これは根拠はないので、何とも言えませんが、そんな感じがしてい
ます。見事に、ウオーキングの分野についていうと来ないですね。来られませんね。
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委員名 意見等 意見の方向

12 國光委員

　地域コミュニティーの衰退ということが今ちょっとお話に出ていたと思うんですけ
れども、私がいる楠葉西中学校、楠葉西小学校のコミュニティー協議会にずっと参加
しているんですけれども、なかなか盛んに活動はやっています。月１回協議会、夜の
会合をやっているんですけれども、ほぼ全員毎回集まってきて、結構盛んにやってい
る地域だなと思っているんですけれども、ただよそから移ってこられた校長さんとか
に聞いたら、かなり地域によって温度差があるんだなということは課題だと思ってい
ます。それと、ここにも出ていますけれども、本校区の楠葉西小のコミュニティーに
しても、担っておられる方が、わりとずっと同じなんですね。かなり年配の方で、も
うずっと引き続きやっておられる。次の世代への引き継ぎというんですか、その辺が
今後の課題なのかなと思います。ただ、コミュニティー等については、いろいろと市
の支援、財政的な支援とかそういう部分もありますので、運動会とかもほんとうに活
発だし、そこには子どもも大勢参加して、すごく盛り上がっている地域かなとは思っ
ています。そういう中では、年寄りも子どもも一緒に活動していますし、そうやって
成功している地域もあるのかなと思っています。

13 西田委員

確かに活動されているように見えると思うんですけれども、その人たちが活動するた
めに、非常にボランティアで支えているんです。大変な支えです。皆さん見守りで
立っておられると思うんですね、高齢者の方。なかなか協力してくださる人というの
は少ないです。実際は。でも少しずつ活動は増えてきていますけれども、もっとボラ
ンティア精神の育成といいますか、それを育てていかないと、なかなかそういう活動
は盛り上げていくことはできないなと。

14 服部委員

例えばウオーキング、ハイキングなんかするんですけれども、ほとんど高齢者で
す、参加するのは。若いお母さんとかお父さんが子ども連れてという参加者はほとん
ど見られない。だから、逆に高齢者の人がいろんな分野で活動をしたいというか、求
めているというのは、それはわかるような気がします。ちなみに、先日もウオーキン
グ、約１００人の参加があったんですけれども、４０未満の人はゼロです。ほとんど
が６０から７０以上の人です。ほかの京阪とかああいうのがやっているのを見ていて
も、子ども連れはほとんど来ないですね。

15 西田委員

　そうですね。私も退職してひとりになったとき寂しいですね。隣とか裏の人なんか
全然知りませんので、声かけもしないですね。だから、仕方なくいろんなボランティ
ア活動に出て、人とのつながりを求めているんですけれども。

16 中村委員

子どもを含むような行事もあります。コミュニティー絡みで。そのときには、やはり
子どもが来る。そして、その子どもを含む保護者、それからその周りの高齢者の方も
来られます。毎年地域で、うちの校区の場合、取り組んでおられる行事は幾つもある
んですけれども、その中に、子どもはほとんど来ないですけれども、地域の高齢者の
方がこれほど来られるんだなと思うような行事もあるんですね。

17 西田委員

　私はボランティアの団体に入っているんですけれども、遊びは皆さん、たくさん高
齢者の方は来られる。でも、地域を支援するボランティア活動にはなかなか参加して
もらえないという現状が、非常に団体で苦労しているところなんですね。それはもう
ひしひしと、だからマージャンのクラブとかゴルフとか、そういう遊びにはたくさん
来られます。会員の方。でも、いざ、例えば子育て支援でこういうところでボラン
ティア活動をお願いしますといったら、希望者が非常に少ないと。だから、それを采
配していくのに、ボランティア団体、責任者は苦労しているんですけどね。だから、
やはりボランティア精神の啓蒙教育というか、それを小さいときからずっとしていか
なければ、成人になってしてもなかなか意識が湧かないですね。私は生きがい創造学
園でしていて、生きがい創造学園はちょうど団塊の世代の人たちが高齢化になった６
５前後の人たちが６０％、今は７０％近くを占めますが、そういう人たちは自分の暇
な時間を何かに使いたいとかいう意識は持たれているけれども、その人たちのそうい
う意識を育てていく、つなげていくシステムがないんですよね、市に。私は生きがい
創造学園でずっとそれを強調してきたんですけれども、市としてもそれを支える次の
施策を考えていただきたいということは言っていたんですけれども、確かに塊として
は団塊の世代の人たちが何かしたい、手持ち無沙汰、元気、でも何していいかわから
ないという人たちが多いです。生きがい創造学園を一度見学されたらわかると思うん
ですけれども、５４０人ぐらい受講していますので、結構たくさんの人が受講してい
るんだけれども、なかなか地域の活動に参加しようという人たちが少ない、そういう
現状があります。

18 中村委員

　そうですね。地域の行事の中でＰＴＡの担当する行事というのが幾つかあるんです
ね。うちの学校は特に人数が少ない学校ですので、保護者はもちろん地域に住んでお
られるので、ＰＴＡとしてもそれに参加しますというときに、役員だけで何とかしま
しょうではなくて、今年、役員というのはほんとうに少数ですので、学校のＰＴＡと
してかかわっておられる方みんなに呼びかけをして、全員参加というのを呼びかけて
くれておられるんです。それによって、今年は役をしたからみたいな形で、この年は
参加しますよね。そうすることによって、全員ではないですけれども、次の年、もう
ＰＴＡの役とかからは外れていますけれども、地域の一員としてそこに参加される方
というのは、いないわけではなくて、逆に子どもはいろんな行事に参加しますから、
それに、去年自分もやったからちょっとわかるしみたいな形でまた参加してくださる
という形で、広がっていないわけではないです。
 次へつなげる、そして今年やったことはその次また新しくする人にとってみたら全く
初めてのことで不安なことも多い中、少しでも知っている人がそこにいてくれるとい
うことの安心感で、またそうしてもらって助かったよねということが次につながると
いう形になっていることもあります。そして、地域の行事の中に参加することによっ
て、こんな行事があったのかと。また防災とかになったら愕然と減るんですけれど
も、そこにも、あの人の顔がまたあるわというようなことがつながっていることもあ
るので、一挙に何かぱっと参加できるようになるというようなことはまずないですけ
れども、そういう地道なことというのは、学校からも呼びかけますけれども、学校か
ら呼びかけてどうこうよりも、子どもを通してとか、ＰＴＡでやってみてよかったか
らとか、そういうことのほうが後々つながっていくので、そっちが広がっていくよう
にしていけたらなとは思います。
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